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演出 :山崎千鶴子
構成 :原郷隆
舞台監督 :中島隆
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2018年 1月30日 [火]19時開演 (18時 30分開場)豊 洲 シ ビ ック セ ン タ ー ホ ー ル
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～三味線特集

応 杵屋 正邦作曲(1964年 )

帳 唄三味線 I〕 長 井 麻 江

帳唄三味線Ⅱ〕守 啓伊子

作曲者は当初演奏家としても作曲家としても活躍していましたがtこの作品は作曲活動のみに専念していた時
期の作品です。同じ調絃による長唄三味線のための二重奏曲で、清掻(スガガキ:交互演奏)の手法を取り入れて
います。このため追いつ追われつ終始緊迫感をともなって演奏されます。

λ春三題 長澤 勝俊作曲(1977年 )

1 若草  2 陽炎(かげろう) 3 花吹雪
〔地歌三味線〕穂積 大志

悴〕三宅 礼子

春によせる三つの心象的なスケッチです。各章ともにそれぞれ題名がついていますが、いわゆる描写音楽では

ありません。四季の変化に富んだ日本。特に日本の春は急速にやってくる北国の春と違い、おだやかで心も
争
ごむ

ものです。

しかしそのなごやかさの中にも、ささやかな新しい生命の誕生と躍動が私たちに生きていることの喜びを感じさ
せます。地歌三味線と等の二重奏という伝統の土壌に深く根をおろした組み合わせをとりながら、従来の手事とは

異なったアングルから作曲者の春への思いが歌われています。

なお、この曲は<森の会>の委嘱により作曲され、同会の第18回定期演奏会で初演されました。

λ二樟の三味線のための「 序 破 急 」 佐藤 敏直作曲(2000年 )

〔長唄三味線〕杵家 七三

〔低音三味線〕簑田 弘大

冒頭ファ#。ソ・ラ#・ド#・ミ・シの音列で始まりますが、全体はこの関係が基本となって、多様に展開されます。文字
通り「序」はテーマの提示で導入部分、「破」は一つの展開、「急」は、さらなる速さや「ま」の異なった場面への発
展と、三つの部分からなっていて、切れ目無く演奏されます。三味線のために親切な音楽になったとはとても思えま
せんが、太樟と細樟の対比が明確に出て音楽の綾が一層深まることを祈っています。砿藤敏直初演プログラムより)

一　一
′
／



(単鄭割聾)i〔ワツ以ツν〉2(1ヾ認辛半マイrlつ⑦66｀基↓
°
尋目翠Qユ,Dlζ血ミ∠⑦響当

=勲
祟

°
草厳γ■7界W澤爾ツ準詔嬰コイ(ミynsγ醤厳⑦2↓<草音レ彰>
°
(VψFi盤載)-441r9準圏曽El¶′中尋響当

=¥Y撃
<事業8彰>

。
けψrl盤善島)業墨像鮒熙α勲7準褒摯γ口K⑦難当

=m普
<草普z彰>

0(フ
ψri暑厳麟)ヽヘタさγ乙―子■を逓軍

ツ準監豪,コ1草普珊
｀
、γy壽像推m業軍71ァン

`畔
中

`コ

早畔露立
°
浄票クソ、γ談早⑦―イイ

`キ
キ尋
=メ=マ
<草難I彰>
°
ツ準2シ軍〉♀Ysγ琺つ

｀
晩孝哲さγ■90マ畔⑦器厳ElマP事業…さγy⑦ツを,ヽγl―卜/8擢尋｀⑫Z・I器厳彗/聾■+/Z・I載/Z・I
YY/襲τ嘩0°Aヽγ暴ユ2(1動認童,70ユ｀,El澪最⑦¥0予llT尋7Vε認口K｀〉尋riユ(lyν22■ツ

°
292α⑦■%0マW⑦つ早

⑦G6=8X892¥きγηγYヾttK｀γワ9■Fl`―⑦推澤雖⑦印⑦コ゛ツ?きγ―
`γ

Dl嘗ンツタ瀦⑦
`8脅
ヾヘヽヨ

⑦γ艶⑦ツ｀
,以醤警⑦G―D109°ツ像普きγ餞暫■をつ暴Dl〔f⑦γヽ罷業⑦igユツ準｀FIマ

ョ、γ野璽Fl響当
= °

響判
=¥¥撃
⑦界黎｀
響渤
=難
載⑦華｀
響当
=罰
普⑦鴫

当日盤〔麟鮮〕
(ュr4/f)Jざ_elIX Nllョョ〔器善麟〕

¥前回γ 士翠ΨY〔聯■+〕
半塁ギユ ■1*孝=〔Ⅱ聾+=〕
士浮望製碑 ¥晶ギ溜〔I畔+=〕

靴絆猛田 載宴撃〔ⅡYY〕
剤艦当 叩′口剤〔IYY〕
辟ツγヽ?盤孝助〔早〕

士鋤+蜘叩鰹当=¥¥撃〕
I夏印
=目
単
=聯
当
=勲
題

瀬理田華〔響判
=節
普〕/

(ユ餃勘髪)即J/1挙鄭割壁

:ワ(1ヽγ像聾fCFマ軍rl:]屯,(361/trT手だE7血1灘当
=｀

g

(甲ツψ釧謀普)草9彰尋劇鷹彰〉■猟Flつγヽ「耶畔⑦α平⑦静■」
(即劫雛Ψ
=)「
ツWY」草Z彰⑦ンyIIlrヽn■¥ュ騨騨r19、γ「拳回114イイ■κE・YたF」

(¥早)甲轟〔ヽヘマ%軍尋嶽鯉El漉要,sγttq¥ュヽ以撃軍
=⑦
響当
=mttFi「

票
=黙
撃」

(甲功ψ釧書罰 草I彰をγヽき到以γヽ苺華
｀
以響当
=馘
畔Fl,■「即平磐響詢

=」 °
準
=■
6警

鉢ユー4■/尋草斎ツ準詔嬰さγ響判
=(19碗
7｀脅ヽγ即⑦をQ像鉢ツヽ12ι尋7塁Y+F19ヽA⑦国首業早Ψ日

■罰+釧rrl YⅦ田謡 「票
=黙
撃」

=■
と#:∠(4ビγ「即¥磐灘掏

=」
※

I夏即
=日
V= コwギ誓

¥Ⅷ田彗 士静彙島 軍¥製雖
■餞―■蜘叩 鰤L田義 =■辛彗〔響渤

=〕
勒絆壺田 甲イロ剛〔ⅢYY〕

聖孝勲〔ⅡYY〕 薫7鐵撃謀来〔IYY〕
導10「印W⑦α平⑦減■」■■※

剤難当 叩
`□
剤〔ⅡYY〕

跳製麟田 ゴπ撃 撃書¥〔IYY〕
熙ツヾ?鍵辛勤〔畢〕

絆γ中田〔軒騨〕

(ユリ謹部掛―¥蜘冒〔器普麟〕剛懸当
¥泊回γ 士翠Ψγ〔畔■+〕
半塁辛里■1*奉

=〔
Ⅱ載〕

士華幽製静¥晟ギ溜〔I載〕
士習田部V曝聾〕

叩畔⑦αγ⑦静■～「垂回」1lκイイ■4E・γ4/～票
=製
撃～即¥磐淵聯

=
灘判
=・
軍20J_4■/即移ン

躍訓マ
`ノ
ロエ



男

昭事協咆

監
口
三

（口
決
」

舞

楽器．嗜
子

一
順

恙
利
慶

口
内
多
出
慮

※

茶
子
子
子
子
永
美
美
保
子
美
子
美
子

赫
巌
峨
新
脚
精
鯉
』
燿
継
剛
軌
劇
嚢

等
石
伊
岡
久
熊
桜
佐
島
城
久
丸
三
甚
渡

工

※

風
拓
浩
淳
　
　
一二
江
貢
恙
大
郎
子
子

讐棘繹泡　珈一動̈
は無紳一呻

入択
　
　
　
　
※

潤
紀
生
誠
平
　
　
な
　
　
一
一則

る
悠
有
　
浩
　
　
は
　
　
沸
元

笛赫鍮赫＝副　笙輸　聾馘輸

指揮
稲 口  康
口 十 え 樹
口 村 拓 男
言米地英一

作曲
秋 岸 寛 久
夕llll●絵都夫 ※
篠 口 大 介
高橋久美子
石 嗚 頼 参

アートマネーンメント
大 西 愛 子 ※

名誉代表
口 村 拓 男

代表
尾 時 太 一

副代表
米 澤  浩

運営委員
口 野 村 聡
言米地英一

原 郷  隆
久 木 な 子
稲 嗚 頼 参
元 永  拓
出崎千鶴子

事務局
十薔美飛子

永久名誉団員
長 澤 勝 俊

(楽 器 別 ・ 五 }音順 )
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打楽器
自杵美智代
尾 崎 人 一

島 村 聖 呑 ※

● 養助会員へのお誘い ●

1999年 10月、特定非営利活動法人日本音楽集団が発足したのを契機に、賛助会員を募集しています。
多くの方々からの支援を枠ぎ、思の長い活動の定着と発展を目指したく、ご協力をお願い申し上げます。

年間 個人会員10,000円 (―口以上)法 人会員30,000円 (一ロス上)
【資勇ガ会アむ (口数・二十

=順
)

[法人会員]

青わ観光林大会社 代麺 締役青木茂
林式会社青朴 ラフイック代表取締役青木茂
日番理送株式会社
0邦楽ジャーナル代表取締役 IIl十隆丈
沖戸レコードクラブ/宅音便 (有限会社 文)
林式会社青和理輪

[個人会員]
出木 稲入
*

池ロス莉子
柿崎 やよい
仝子 宜弘
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元永美代子
森 繁美
森 博明
山本 友英
その他1名
(2017年9月 現在 )

TELo3 (gzgz) s+sr

植筆 琴 尤 堂
〒152¨ 0003東京 都 目黒 区 碑 文 谷 2-19-15

FAX03(3792)8437 URL:httpl〃 kinko¨ do.com E…mailitokyo@kinko¨doicom

特定非営利活動法人

日本音楽集団
〒151-0073東 京者6渋谷区笹塚3-17-1'竜沢ビルBl TEL03-3378-4741 FAX03-3376-2033

ホームページ httpノ/www promuslca or』 p

特定非営利活動法人日本 音楽集 団


